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新
収
蔵
史
料
紹
介
近
藤
劔
一
旧
蔵
書
籍
・
雑
誌
に
つ
い
て
小
志
戸
前
　
宏
茂
　
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
は
二
〇
〇
四
年
六
月
近
藤
劔
一
旧
蔵
の
書
籍
な
ら
び
に
雑
誌
類
な
ど
計
二
一
〇
件
（
冊
）
の
史
料
を
お
受
け
し
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
お
受
け
し
た
水
野
錬
太
郎
・
政
直
旧
蔵
書
籍
・
雑
誌
の
目
録
は
既
に
二
〇
〇
五
年
六
月
よ
り
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
た
が
、
本
史
料
も
ま
も
な
く
目
録
が
公
開
さ
れ
、
利
用
が
可
能
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
　
以
下
、
旧
蔵
者
の
経
歴
、
史
料
を
お
受
け
し
た
経
緯
、
特
に
注
目
さ
れ
る
史
料
な
ど
に
つ
い
て
記
す
こ
と
に
し
た
い
。
　
一
九
七
五
年
に
本
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
履
歴
書
の
コ
ピ
i
（
吉
沢
佳
世
子
氏
よ
り
提
供
）
に
よ
る
と
、
近
藤
劔
一
は
一
九
一
〇
年
に
生
ま
れ
（
本
籍
は
東
京
）
、
一
九
三
四
年
京
城
日
報
社
に
入
社
、
東
京
支
社
通
信
部
に
勤
務
し
た
。
一
九
三
七
年
七
月
日
中
戦
争
勃
発
に
よ
り
陸
軍
記
者
倶
楽
部
に
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
所
属
し
、
翌
年
に
第
二
〇
師
団
（
龍
山
）
第
一
飛
行
兵
団
に
朝
鮮
軍
嘱
託
と
し
て
従
事
し
た
後
、
一
九
三
九
年
に
は
本
社
勤
務
と
な
り
論
説
委
員
を
つ
と
め
な
が
ら
政
治
部
次
長
・
社
会
部
次
長
か
ら
調
査
部
長
・
編
集
企
画
委
員
会
幹
事
を
兼
任
し
た
。
一
九
四
二
年
に
再
び
東
京
支
社
勤
務
と
な
り
海
軍
省
黒
潮
会
に
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
所
属
し
、
「
支
那
事
変
」
第
一
次
論
功
行
賞
に
よ
り
「
有
功
章
」
・
「
従
軍
記
章
」
を
受
領
し
た
。
一
九
四
三
年
四
月
に
京
城
日
報
社
を
依
願
退
職
し
、
東
京
支
社
嘱
託
と
な
る
と
同
時
に
、
日
本
高
周
波
重
工
業
株
式
会
社
東
京
本
社
社
長
席
総
務
課
に
秘
書
と
し
て
勤
務
し
た
。
敗
戦
に
よ
り
京
城
本
社
閉
鎖
の
た
め
退
職
し
、
一
九
四
七
年
に
は
朝
鮮
情
報
社
（
在
東
京
K
・
1
・
P
通
信
）
相
談
役
と
な
っ
た
。
一
九
四
八
年
一
月
に
朝
鮮
研
究
所
を
創
立
・
主
宰
し
『
朝
鮮
研
究
所
報
』
（
の
ち
『
朝
鮮
研
究
』
に
改
題
、
一
九
四
八
～
四
九
年
）
を
発
行
し
た
。
一
九
五
二
年
に
は
友
邦
協
会
設
立
に
参
加
し
て
理
事
に
就
任
し
、
『
新
朝
鮮
読
本
（
総
篇
）
』
（
友
邦
協
会
、
　
一
九
五
三
年
）
を
ま
と
め
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
友
邦
協
会
シ
リ
ー
ズ
」
中
多
く
の
資
料
集
編
纂
に
従
事
し
た
（
『
東
洋
文
化
研
究
』
第
二
号
掲
載
「
未
公
開
資
料
朝
鮮
総
督
府
関
係
者
録
音
記
録
（
一
）
」
中
の
参
考
資
料
）
。
そ
の
間
朝
鮮
近
代
史
料
研
究
会
に
も
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
一
九
五
九
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
朝
鮮
近
代
史
料
研
究
集
成
』
（
友
邦
協
会
）
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
夫
人
の
千
代
子
氏
と
と
も
に
尽
力
さ
れ
た
（
『
東
洋
文
化
研
究
』
第
三
号
掲
載
「
未
公
開
資
料
朝
鮮
総
督
府
関
係
者
録
音
記
録
（
二
）
」
中
の
「
日
本
統
治
下
の
在
満
朝
鮮
人
問
題
」
の
冒
頭
部
を
是
非
参
照
さ
れ
た
い
）
。
一
九
六
三
年
に
は
有
限
会
社
巌
南
堂
書
店
に
入
社
し
、
十
二
年
間
勤
務
し
た
（
こ
の
履
歴
書
執
筆
時
点
で
六
五
歳
と
な
り
退
職
予
定
と
な
っ
て
い
る
）
。
二
〇
〇
三
年
に
亡
く
な
っ
た
。
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近藤劔一氏（右前），千代子氏（右
前），後方は姜徳相氏と宮田節子氏
（2001年撮影：撮影・提供とも吉沢
佳世子氏）
　
東
洋
文
化
研
究
所
助
手
・
辻
弘
範
氏
の
話
に
よ
る
と
、
今
回
お
受
け
し
た
近
藤
劔
一
が
残
し
た
蔵
書
は
、
近
藤
劔
一
の
没
後
、
夫
人
・
千
代
子
氏
か
ら
宮
田
節
子
氏
を
通
じ
て
辻
氏
に
友
邦
文
庫
に
寄
託
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
後
、
千
代
子
氏
に
段
ボ
！
ル
箱
で
六
箱
分
の
史
料
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
友
邦
文
庫
に
史
料
が
到
着
し
た
。
な
お
、
お
受
け
し
た
史
料
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
お
受
け
し
た
水
野
錬
太
郎
・
政
直
旧
蔵
書
籍
・
雑
誌
と
同
様
に
二
〇
〇
四
年
初
秋
に
虫
干
し
を
、
同
年
冬
に
煉
蒸
を
行
っ
た
。
　
目
録
作
成
は
、
史
料
を
お
受
け
し
た
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
到
着
し
た
史
料
の
件
数
の
確
認
と
書
名
に
つ
い
て
の
リ
ス
ト
の
作
成
が
辻
弘
範
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
鄭
栄
桓
氏
に
よ
っ
て
書
誌
情
報
が
入
力
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
水
野
錬
太
郎
・
政
直
旧
蔵
書
籍
・
雑
誌
の
目
録
作
成
な
ど
と
も
並
行
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
当
初
の
計
画
か
ら
は
遅
れ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
友
邦
文
庫
の
史
料
と
の
重
複
を
照
合
す
る
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
九
七
点
の
重
複
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
は
、
今
回
お
受
け
し
た
史
料
の
な
か
で
、
既
存
の
友
邦
文
庫
の
資
料
と
重
複
す
る
史
料
は
基
本
的
に
公
開
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
公
開
予
定
の
史
料
と
非
公
開
予
定
の
史
料
を
分
別
し
て
、
公
開
予
定
の
史
料
に
番
号
を
振
り
分
け
い
く
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、
友
邦
文
庫
内
の
書
架
に
配
架
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
　
今
回
お
受
け
し
た
史
料
の
う
ち
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
。
ま
ず
、
も
と
も
と
友
邦
文
庫
内
の
朝
鮮
総
督
府
予
算
関
係
文
書
・
渡
辺
忍
文
書
（
通
称
「
B
番
号
」
）
に
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
文
書
が
あ
る
。
具
体
的
な
史
料
名
を
挙
げ
る
と
、
『
（
第
一
号
）
昭
和
十
七
年
度
歳
入
歳
出
総
予
算
追
加
（
第
七
十
九
回
帝
国
議
会
提
出
）
、
（
特
第
一
号
）
昭
和
十
七
年
度
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
追
加
（
第
七
十
九
回
帝
国
議
会
提
出
）
』
、
『
昭
和
十
八
年
度
内
務
省
所
管
朝
鮮
総
督
府
特
別
会
計
歳
入
歳
出
追
加
予
定
計
算
書
各
自
明
細
書
（
特
第
一
号
）
』
、
『
昭
和
二
十
年
度
　
当
然
増
減
内
訳
』
、
『
内
務
省
所
管
　
朝
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鮮
総
督
府
昭
和
二
十
年
度
歳
出
　
基
準
並
追
加
概
計
新
規
要
求
書
』
、
『
第
八
十
三
議
会
　
議
事
経
過
概
要
』
、
『
議
事
経
過
概
要
　
自
第
六
二
議
会
至
第
七
四
議
会
』
、
『
帝
国
議
会
議
事
経
過
概
要
　
自
第
七
五
回
至
第
八
四
回
』
、
『
昭
和
十
七
年
度
拓
務
省
所
管
一
般
会
計
所
属
参
照
書
』
、
『
各
特
別
会
計
所
属
参
照
書
』
、
『
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ベ
キ
契
約
二
関
ス
ル
要
求
書
　
昭
和
十
七
年
度
厚
生
省
所
管
一
般
会
計
所
属
参
照
表
』
、
『
各
特
別
会
計
所
属
参
照
表
』
、
『
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ベ
キ
契
約
二
関
ス
ル
要
求
書
』
、
『
昭
和
十
七
年
度
農
林
省
所
管
一
般
会
計
所
属
参
照
書
』
、
『
各
特
別
会
計
所
属
参
照
書
』
、
『
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ベ
キ
契
約
二
関
ス
ル
要
求
書
〔
他
商
工
省
、
逓
信
省
、
鉄
道
省
〕
』
、
『
臨
特
部
予
算
沿
革
等
調
（
二
冊
ノ
内
一
）
昭
和
十
年
十
月
、
法
律
第
号
参
考
書
（
朝
鮮
二
於
ケ
ル
米
穀
ノ
生
産
ヲ
確
保
ス
ル
為
ノ
補
給
金
及
企
業
ノ
整
備
二
要
ス
ル
経
費
の
財
源
二
充
ツ
ル
為
公
債
発
行
二
関
ス
ル
法
律
案
）
」
、
『
昭
和
十
九
年
度
内
務
省
所
管
朝
鮮
鉄
道
用
品
資
金
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
各
自
明
細
書
』
、
『
朝
鮮
食
糧
管
理
特
別
会
計
法
案
参
考
書
』
、
『
第
八
五
回
帝
国
議
会
説
明
資
料
　
財
務
局
長
、
朝
鮮
事
業
公
債
法
中
改
正
法
律
案
参
考
書
』
、
『
朝
鮮
及
台
湾
の
現
況
　
昭
和
十
九
年
、
昭
一
九
華
北
関
係
極
秘
統
計
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
主
に
朝
鮮
総
督
府
の
予
算
関
係
の
文
書
で
あ
り
、
近
藤
が
何
ら
か
の
理
由
で
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
友
邦
文
庫
内
「
B
番
号
」
の
史
料
と
右
に
掲
げ
た
史
料
を
詳
細
に
対
照
・
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
、
中
央
日
韓
協
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
朝
鮮
電
気
事
業
史
』
の
原
稿
の
｝
部
や
、
「
友
邦
シ
リ
ー
ズ
」
中
の
『
韓
国
統
監
時
代
の
伊
藤
博
文
』
、
『
宇
垣
総
督
の
農
村
振
興
運
動
」
の
校
正
入
り
手
書
き
原
稿
な
ど
も
今
回
お
受
け
し
た
史
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
　
な
お
、
今
回
お
受
け
し
た
史
料
の
中
に
は
、
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
、
『
朝
鮮
年
鑑
』
、
『
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
1
1
9
4
5
単
行
書
篇
』
な
ど
で
、
既
存
の
友
邦
文
庫
で
は
欠
号
と
な
っ
て
い
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
　
そ
の
他
に
も
興
味
深
い
史
料
が
多
く
あ
り
、
広
く
研
究
の
進
展
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
上
述
し
た
辻
弘
範
氏
と
吉
沢
佳
世
子
氏
と
と
も
に
鹿
島
晶
子
氏
に
も
多
く
の
助
言
い
た
だ
い
た
。
三
人
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
　
最
後
に
、
か
け
が
え
の
な
い
蔵
書
を
研
究
の
た
め
に
提
供
し
て
下
さ
っ
た
近
藤
千
代
子
氏
に
は
深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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近
藤
劔
一
旧
蔵
書
籍
・
雑
誌
一
覧
　
　
・
こ
の
目
録
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
友
邦
文
庫
既
蔵
分
と
の
重
複
を
含
む
。
　
　
・
冊
子
・
定
期
刊
行
物
・
文
書
の
順
だ
が
、
タ
イ
ト
ル
、
編
集
者
、
発
行
・
作
成
、
発
行
年
に
つ
い
て
は
順
不
同
。
タ
　
　
イ
　
　
ト
　
　
ル
編
　
　
著
　
　
者
発
行
・
作
成
発
行
年
形
　
態
朝
鮮
叢
書
第
二
巻
細
井
肇
朝
鮮
問
題
研
究
所
一
九
三
六
冊
子
朝
鮮
叢
書
　
第
三
巻
細
井
肇
朝
鮮
問
題
研
究
所
一
九
三
六
冊
子
最
近
に
於
け
る
朝
鮮
治
安
状
況
　
－
昭
和
八
年
・
十
三
年
ー
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
厳
南
堂
書
店
一
九
六
六
冊
子
朝
鮮
諸
国
記
菊
池
謙
譲
大
陸
通
信
社
一
九
二
五
冊
子
前
進
す
る
朝
鮮
朝
鮮
総
督
府
情
報
課
長
倉
島
至
朝
鮮
行
政
学
会
一
九
四
二
冊
子
前
進
す
る
朝
鮮
朝
鮮
総
督
府
情
報
課
長
倉
島
至
朝
鮮
行
政
学
会
一
九
四
二
冊
子
前
進
す
る
朝
鮮
朝
鮮
総
督
府
情
報
課
長
倉
島
至
朝
鮮
行
政
学
会
一
九
四
二
冊
子
平
壌
見
た
ま
ま
聞
い
た
ま
ま
　
こ
れ
が
共
産
首
都
だ
！
金
允
中
K
P
I
通
信
社
一
九
七
三
冊
子
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
朝
鮮
新
報
社
朝
鮮
新
報
社
一
九
六
四
冊
子
北
韓
の
武
力
挑
発
3
0
年
韓
国
弘
報
協
会
｝
九
七
四
冊
子
不
可
侵
協
定
提
案
を
拒
否
し
た
北
韓
の
狙
い
は
何
か
韓
国
弘
報
協
会
一
九
七
四
冊
子
「
民
青
学
連
」
と
い
う
名
の
共
産
革
命
組
織
韓
国
弘
報
協
会
一
九
七
四
冊
子
平
和
を
騙
る
北
韓
の
常
套
手
段
韓
国
弘
報
協
会
一
九
七
四
冊
子
ソ
ヴ
エ
ト
同
盟
土
ハ
産
党
（
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
）
歴
史
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
外
国
語
図
書
出
版
所
一
九
五
〇
冊
子
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独
逸
第
三
帝
国
の
理
論
　
－
公
益
優
先
と
利
子
奴
隷
制
打
破
1
栗
田
書
店
一
九
四
一
冊
子
近
代
朝
鮮
外
交
史
研
究
申
国
柱
有
信
堂
一
九
六
六
冊
子
興
宣
大
院
君
と
聞
妃
－
朝
鮮
王
朝
最
近
世
史
1
金
煕
明
洋
々
社
一
九
六
七
冊
子
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
　
上
巻
田
保
橋
潔
朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
一
九
四
〇
冊
子
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
　
下
巻
田
保
橋
潔
文
化
資
料
調
査
会
一
九
六
四
冊
子
朝
鮮
事
業
成
績
　
附
分
析
比
率
　
昭
和
十
七
年
朝
鮮
殖
産
銀
行
調
査
部
一
九
四
二
冊
子
内
務
省
所
管
　
朝
鮮
総
督
府
昭
和
二
十
年
度
歳
出
　
基
準
並
追
加
概
計
新
規
要
求
書
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
五
冊
子
昭
和
十
七
年
度
朝
鮮
総
督
府
予
算
に
就
て
水
田
直
昌
述
中
央
朝
鮮
協
会
一
九
四
二
冊
子
昭
和
十
七
年
度
朝
鮮
総
督
府
予
算
に
就
て
水
田
直
昌
述
中
央
朝
鮮
協
会
一
九
四
二
冊
子
司
計
課
一
九
三
五
冊
子
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
弐
拾
語
周
年
記
念
誌
　
上
巻
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
一
九
＝
二
冊
子
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
弐
拾
語
周
年
記
念
誌
　
下
巻
朝
鮮
総
督
府
農
事
試
験
場
一
九
＝
＝
冊
子
朝
鮮
銀
行
略
史
朝
鮮
銀
行
史
編
纂
委
ロ
貝
会
一
九
六
〇
冊
子
法
律
第
　
号
参
考
書
（
朝
鮮
二
於
ケ
ル
米
穀
ノ
生
産
ヲ
確
保
ス
ル
為
ノ
補
給
金
及
企
業
ノ
整
備
二
要
ス
ル
経
費
の
財
源
二
充
ツ
ル
為
公
債
発
行
二
関
ス
ル
法
律
案
）
朝
鮮
総
督
府
一
九
四
三
冊
子
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態
昭
和
十
九
年
度
内
務
省
所
管
朝
鮮
鉄
道
用
品
資
金
歳
入
歳
出
予
定
計
算
書
各
自
明
細
書
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
四
冊
子
朝
鮮
食
糧
管
理
特
別
会
計
法
案
参
考
書
朝
鮮
総
督
府
一
九
四
三
冊
子
昭
和
十
八
年
度
内
務
省
所
管
朝
鮮
総
督
府
特
別
会
計
歳
入
歳
出
追
加
予
定
計
算
書
各
自
明
細
書
（
特
第
一
号
）
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
三
冊
子
韓
国
の
農
政
に
対
す
る
意
見
千
葉
三
郎
一
九
六
五
冊
子
交
友
　
第
二
号
朝
銀
交
友
会
一
九
五
九
冊
子
朝
鮮
半
島
沿
海
に
お
け
る
取
締
措
置
に
つ
い
て
榎
本
重
治
日
本
海
洋
漁
業
協
議
会
一
九
五
二
冊
子
尋
常
小
学
日
本
歴
史
補
充
教
材
　
巻
一
　
児
童
用
朝
鮮
教
育
研
究
会
朝
鮮
教
育
研
究
会
｝
九
二
〇
冊
子
尋
常
小
学
日
本
歴
史
補
充
教
材
　
巻
二
　
児
童
用
朝
鮮
教
育
研
究
会
朝
鮮
総
督
府
一
九
二
一
冊
子
尋
常
小
学
国
史
補
充
教
材
　
巻
二
　
児
童
用
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
総
督
府
一
九
二
一
冊
子
尋
常
小
学
校
補
充
教
本
　
巻
一
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
総
督
府
一
九
二
〇
冊
子
尋
常
小
学
校
補
充
教
本
　
巻
二
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
総
督
府
一
九
二
〇
冊
子
中
等
朝
鮮
歴
史
　
増
訂
黄
義
敦
鴻
文
園
一
九
三
〇
冊
子
朝
鮮
歴
史
大
全
張
道
斌
博
文
書
館
一
九
二
八
冊
子
第
八
五
回
帝
国
議
会
説
明
資
料
　
財
務
局
長
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
財
務
局
長
冊
子
四
人
の
金
日
成
李
命
英
成
甲
書
房
一
九
七
六
冊
子
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朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
1
1
9
4
5
　
単
行
書
篇
（
上
）
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
一
九
七
〇
冊
子
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
1
1
9
4
5
　
単
行
書
篇
（
中
）
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
i
一
九
七
〇
冊
子
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
i
1
9
4
5
　
単
行
書
篇
（
下
）
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
i
一
九
七
〇
冊
子
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
1
1
9
4
5
　
単
行
書
篇
・
編
著
者
名
索
引
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
一
九
七
〇
冊
子
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
－
1
9
4
5
　
論
文
・
記
事
篇
（
1
）
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
i
一
九
七
二
冊
子
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
1
1
9
4
5
　
論
文
・
記
事
篇
（
1
）
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
一
九
七
二
冊
子
朝
鮮
研
究
文
献
目
録
1
8
6
8
1
1
9
4
5
　
論
文
・
記
事
篇
（
皿
）
末
松
保
和
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
i
一
九
七
二
冊
子
朝
鮮
の
言
論
と
世
相
朝
鮮
総
督
府
官
房
文
書
課
冊
子
朝
鮮
史
概
説
京
城
大
学
朝
鮮
史
研
究
会
弘
文
書
館
】
九
四
九
冊
子
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態
一
堂
紀
事
　
全
金
明
秀
一
堂
紀
事
出
版
所
一
九
二
七
冊
子
韓
国
の
こ
こ
ろ
鈴
木
一
洋
々
社
一
九
六
八
冊
子
待
ち
わ
び
る
心
は
消
え
ず
待
ち
わ
び
る
心
の
会
待
ち
わ
び
る
心
の
会
一
九
五
六
冊
子
朝
鮮
民
族
解
放
闘
争
史
朝
鮮
歴
史
編
纂
委
員
会
編
、
朝
鮮
歴
史
研
究
会
訳
三
一
書
房
一
九
五
二
冊
子
日
韓
問
題
韓
国
問
題
研
究
会
一
九
六
二
冊
子
韓
野
に
生
き
て
柳
沢
七
郎
い
ず
み
苑
一
九
六
九
冊
子
近
代
朝
鮮
史
　
上
巻
菊
池
謙
譲
大
陸
研
究
所
一
九
四
〇
冊
子
朝
鮮
開
国
交
渉
始
末
　
附
・
朝
鮮
の
条
約
港
と
居
留
地
奥
平
武
彦
刀
江
書
院
一
九
六
九
冊
子
朝
鮮
近
代
外
交
史
年
表
E
・
N
・
ア
レ
ン
著
、
桜
井
義
之
訳
淡
路
書
房
新
社
一
九
六
一
冊
子
朝
鮮
史
講
座
　
分
類
史
朝
鮮
史
学
会
冊
子
小
説
　
朝
鮮
総
督
府
　
上
柳
周
鉱
著
、
朴
容
九
訳
講
談
社
一
九
六
八
冊
子
在
日
韓
僑
［
の
］
実
態
［
と
そ
の
対
策
］
在
日
韓
国
基
督
教
青
年
会
一
九
五
二
冊
子
朝
鮮
－
民
族
・
歴
史
・
文
化
1
金
達
寿
岩
波
書
店
一
九
五
八
冊
子
朝
鮮
経
済
の
新
構
想
鈴
木
武
雄
東
洋
経
済
新
報
社
一
九
四
二
冊
子
朝
鮮
事
業
公
債
法
中
改
正
法
律
案
参
考
書
朝
鮮
総
督
府
一
九
四
二
冊
子
朝
鮮
及
台
湾
の
現
況
　
昭
和
十
九
年
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
四
冊
子
李
王
宮
秘
史
権
藤
四
郎
介
朝
鮮
新
聞
社
一
九
二
六
冊
子
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朝
鮮
併
合
之
裏
面
小
松
緑
中
外
新
論
社
一
九
二
〇
冊
子
朝
鮮
語
辞
典
朝
鮮
総
督
府
快
青
社
一
九
五
八
冊
子
史
実
よ
り
見
た
る
内
鮮
一
体
金
声
律
大
海
堂
一
九
三
八
冊
子
日
韓
交
通
史
　
上
世
史
・
中
世
史
・
近
世
史
　
全
服
部
徹
博
聞
社
一
八
九
四
冊
子
阪
谷
芳
郎
伝
故
阪
谷
子
爵
記
念
事
業
会
一
九
五
｝
冊
子
内
閣
制
度
七
十
年
史
内
閣
官
房
一
九
五
五
冊
子
朝
鮮
終
戦
の
記
録
森
田
芳
夫
厳
南
堂
書
店
一
九
六
四
冊
子
朝
鮮
史
大
系
　
年
表
朝
鮮
史
学
会
朝
鮮
史
学
会
一
九
二
七
冊
子
素
空
山
県
公
伝
徳
富
猪
一
郎
山
縣
公
爵
伝
記
編
纂
会
一
九
二
九
冊
子
昭
和
財
政
史
W
　
旧
外
地
財
政
（
上
）
大
蔵
省
昭
和
財
政
史
編
集
室
東
洋
経
済
新
報
社
一
九
六
〇
冊
子
昭
和
財
政
史
W
　
旧
外
地
財
政
（
下
）
大
蔵
省
昭
和
財
政
史
編
集
室
東
洋
経
済
新
報
社
一
九
六
一
冊
子
日
本
史
年
表
歴
史
学
研
究
会
岩
波
書
店
｝
九
六
九
冊
子
朝
鮮
財
政
史
の
一
節
　
李
朝
時
代
の
財
政
（
稿
本
）
朝
鮮
総
督
府
一
九
三
六
冊
子
京
城
卸
売
物
価
調
　
昭
和
1
8
年
～
1
9
年
6
月
〔
近
藤
劔
一
編
〕
｝
九
四
三
冊
子
朝
鮮
金
融
年
報
　
昭
和
十
九
年
四
月
｝
日
朝
鮮
総
督
府
財
務
局
朝
鮮
金
融
組
合
連
合
会
一
九
四
四
冊
子
植
民
地
　
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
銀
行
の
従
業
員
達
カ
ー
ル
モ
ス
コ
ビ
ッ
チ
著
、
殖
銀
行
友
会
訳
一
九
八
六
冊
子
旧
朝
鮮
電
気
協
会
収
集
　
朝
鮮
電
気
事
業
関
係
重
要
文
献
集
成
（
一
）
　
付
・
友
邦
協
会
保
管
　
朝
鮮
電
気
事
業
資
料
総
項
目
友
邦
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
編
一
九
五
七
冊
子
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態
朝
鮮
の
土
地
調
査
友
邦
協
会
一
九
六
六
冊
子
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
語
教
育
友
邦
協
会
一
九
六
六
冊
子
朝
鮮
に
お
け
る
司
法
制
度
近
代
化
の
足
跡
友
邦
協
会
一
九
六
六
冊
子
宇
垣
総
督
の
農
村
振
興
運
動
友
邦
協
会
一
九
六
六
冊
子
友
邦
協
会
一
九
六
六
冊
子
朝
鮮
の
国
土
開
発
事
業
友
邦
協
会
一
九
六
七
冊
子
朝
鮮
の
救
癩
事
業
と
小
鹿
島
更
生
園
友
邦
協
会
一
九
六
七
冊
子
明
治
日
本
の
対
韓
政
策
友
邦
協
会
一
九
六
七
冊
子
朝
鮮
水
産
発
達
と
日
本
友
邦
協
会
一
九
六
七
冊
子
朝
鮮
酒
造
業
界
四
十
年
の
歩
み
友
邦
協
会
一
九
六
九
冊
子
日
本
統
治
下
に
お
け
る
朝
鮮
の
法
制
友
邦
協
会
一
九
六
九
冊
子
総
督
府
時
代
の
財
政
ー
朝
鮮
近
代
財
政
の
地
固
め
ー
水
田
直
昌
監
修
友
邦
協
会
一
九
七
四
冊
子
総
督
府
時
代
の
財
政
－
朝
鮮
近
代
財
政
の
確
立
1
水
田
直
昌
監
修
友
邦
協
会
　
九
七
四
冊
子
友
邦
シ
リ
ー
ズ
ー
号
～
1
5
号
〔
セ
ッ
ト
〕
友
邦
協
会
冊
子
朝
鮮
農
地
令
に
つ
い
て
（
付
、
朝
鮮
農
地
令
前
文
）
朝
鮮
史
料
研
究
会
友
邦
協
会
一
九
六
八
冊
子
朝
鮮
小
作
調
停
令
を
中
心
と
す
る
小
作
争
議
調
停
制
度
に
つ
い
て
朝
鮮
史
料
研
究
会
友
邦
協
会
一
九
六
八
冊
子
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朝
鮮
後
期
の
社
会
的
変
動
（
H
）
1
韓
国
に
お
け
る
李
朝
史
研
究
の
動
向
渡
辺
学
一
九
六
五
一
二
冊
子
李
朝
末
期
の
官
吏
に
つ
い
て
朝
鮮
史
料
研
究
会
中
谷
忠
治
一
九
六
八
冊
子
台
湾
総
督
府
官
制
と
朝
鮮
総
督
府
官
制
朝
鮮
史
料
研
究
会
中
村
渉
一
九
六
八
冊
子
韓
国
統
監
時
代
の
伊
藤
博
文
深
谷
博
治
冊
子
宇
垣
総
督
の
農
村
振
興
運
動
山
口
盛
一
九
六
四
冊
子
朝
鮮
の
土
木
事
業
概
要
榛
葉
孝
平
冊
子
理
事
会
関
係
〔
近
藤
劔
一
編
〕
冊
子
萩
原
彦
三
一
九
六
六
冊
子
1
9
6
5
年
度
予
算
概
要
経
済
企
画
院
経
済
企
画
院
一
九
六
五
冊
子
満
洲
及
西
比
利
亜
地
方
に
於
け
る
朝
鮮
人
事
情
朝
鮮
総
督
府
内
務
局
社
会
課
朝
鮮
総
督
府
「
九
二
七
冊
子
外
務
省
条
約
局
法
規
課
一
九
七
一
冊
子
昭
一
九
　
華
北
関
係
極
秘
統
計
〔
近
藤
劔
一
編
〕
在
北
京
大
日
本
帝
国
大
使
館
事
務
所
一
九
四
四
冊
子
朝
鮮
の
農
業
計
画
と
農
産
拡
充
問
題
小
野
寺
二
郎
東
都
書
籍
一
九
四
三
冊
子
万
二
千
峰
　
金
剛
山
〔
朝
鮮
〕
徳
田
写
真
舘
徳
田
写
真
館
一
九
三
六
冊
子
総
督
巡
視
順
路
案
内
　
大
正
十
五
年
四
月
全
羅
北
道
｝
九
二
六
冊
子
朝
鮮
の
家
庭
園
芸
石
塚
峻
東
洋
経
済
新
報
社
冊
子
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態
京
城
案
内
朝
鮮
博
覧
会
京
城
協
賛
会
一
九
二
九
冊
子
朝
鮮
図
書
解
題
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
通
信
社
一
九
三
二
冊
子
友
邦
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
一
九
五
四
冊
子
友
邦
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
一
九
五
四
冊
子
友
邦
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
一
九
五
四
冊
子
日
韓
外
交
資
料
集
成
　
第
三
巻
田
中
直
吉
監
修
、
金
正
明
編
厳
南
堂
書
店
一
九
六
二
冊
子
朝
鮮
開
化
史
　
全
恒
屋
盛
服
博
文
館
一
九
〇
一
冊
子
朝
鮮
の
契
朝
鮮
総
督
府
総
督
官
房
文
書
課
朝
鮮
総
督
府
一
九
二
六
冊
子
中
央
よ
り
見
た
る
新
興
朝
鮮
開
発
事
情
田
中
麗
水
朝
鮮
民
報
社
一
九
三
九
冊
子
内
地
に
於
け
る
小
作
法
草
案
と
其
の
解
説
朝
鮮
総
督
府
農
林
局
農
務
課
冊
子
米
穀
関
係
法
規
朝
鮮
総
督
府
農
林
局
一
九
四
〇
冊
子
明
治
年
間
朝
鮮
関
係
文
献
抄
録
桜
井
義
之
冊
子
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
二
冊
子
合
冊
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議
事
経
過
概
要
　
自
第
六
二
議
会
至
第
七
四
議
会
司
計
課
冊
子
合
冊
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
二
冊
子
合
冊
〔
朝
鮮
総
督
府
〕
一
九
四
二
冊
子
合
冊
わ
が
外
交
の
近
況
　
昭
和
4
6
年
版
外
務
省
一
九
七
一
定
期
刊
行
物
わ
が
外
交
の
近
況
　
昭
和
4
8
年
版
外
務
省
一
九
七
三
定
期
刊
行
物
わ
が
外
交
の
近
況
　
昭
和
4
7
年
版
外
務
省
一
九
七
二
定
期
刊
行
物
日
本
外
交
史
の
諸
問
題
H
日
本
国
際
政
治
学
会
有
斐
閣
↓
九
六
五
定
期
刊
行
物
日
本
外
交
史
の
諸
問
題
1
日
本
国
際
政
治
学
会
有
斐
閣
一
九
六
五
定
期
刊
行
物
真
世
界
　
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
号
真
世
界
社
一
九
六
六
定
期
刊
行
物
史
学
雑
誌
　
第
6
8
編
第
2
号
史
学
会
山
川
出
版
社
一
九
五
九
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
1
6
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
〇
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
1
5
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
〇
定
期
刊
行
物
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態
朝
鮮
学
報
　
第
1
7
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
〇
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
第
1
8
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
一
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
1
9
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
一
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
2
0
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
一
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
一
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
2
3
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
二
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
2
4
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
二
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
2
5
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
二
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
第
2
6
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
2
7
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
第
2
8
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
2
9
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
3
0
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
四
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
3
1
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
四
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
第
3
2
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
四
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
3
3
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
四
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
第
3
4
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
五
定
期
刊
行
物
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朝
鮮
学
報
　
第
3
5
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
五
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
3
7
・
8
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
六
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
3
9
・
4
0
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
六
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
1
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
六
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
2
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
七
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
第
4
3
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
七
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
4
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
七
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
5
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
七
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
6
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
八
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
7
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
↓
九
六
八
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
8
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
八
定
期
刊
行
物
朝
鮮
学
報
　
第
4
9
輯
朝
鮮
学
会
天
理
大
学
出
版
部
一
九
六
八
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
元
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
二
八
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
四
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
＝
＝
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
五
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
三
二
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
六
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
三
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
七
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
三
四
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
十
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
三
七
定
期
刊
行
物
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
　
昭
和
十
二
年
朝
鮮
総
督
府
一
九
三
九
定
期
刊
行
物
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態
第
四
十
四
回
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
内
閣
統
計
局
一
九
二
五
定
期
刊
行
物
日
本
週
報
第
㎜
号
日
本
週
報
社
日
本
週
報
社
一
九
五
二
定
期
刊
行
物
時
事
週
報
　
第
十
三
号
時
事
通
信
社
時
事
通
信
社
一
九
五
〇
定
期
刊
行
物
自
由
朝
鮮
　
M
1
2
同
友
社
同
友
社
一
九
四
九
定
期
刊
行
物
花
郎
　
第
1
巻
第
2
号
花
郎
倶
楽
部
花
郎
倶
楽
部
一
九
五
三
定
期
刊
行
物
南
北
対
話
　
第
4
号
韓
国
弘
報
協
会
一
九
七
四
定
期
刊
行
物
大
韓
年
鑑
4
2
8
6
大
韓
年
鑑
社
大
韓
年
鑑
社
一
九
五
二
定
期
刊
行
物
八
・
一
五
事
件
と
韓
日
関
係
ア
ジ
ア
公
論
社
ア
ジ
ア
公
論
社
一
九
七
四
定
期
刊
行
物
朝
鮮
及
朝
鮮
民
族
　
第
一
集
伊
藤
卯
三
郎
朝
鮮
思
想
通
信
社
一
九
二
七
定
期
刊
行
物
朝
鮮
年
鑑
　
昭
和
十
六
年
度
京
城
日
報
社
一
九
四
〇
定
期
刊
行
物
朝
鮮
年
鑑
　
昭
和
十
八
年
度
京
城
日
報
社
一
九
四
二
定
期
刊
行
物
朝
鮮
年
鑑
　
昭
和
十
九
年
度
京
城
日
報
社
一
九
四
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
年
鑑
　
昭
和
二
十
年
京
城
日
報
社
一
九
四
四
定
期
刊
行
物
実
業
の
世
界
臨
時
増
刊
　
韓
国
特
集
　
韓
国
に
と
っ
て
の
日
本
　
日
本
に
と
っ
て
の
韓
国
実
業
の
世
界
社
実
業
の
世
界
社
一
九
七
四
定
期
刊
行
物
韓
国
写
真
画
報
大
韓
公
論
社
大
韓
公
論
社
一
九
六
三
定
期
刊
行
物
朝
鮮
研
究
恥
4
9
　
改
題
号
朝
鮮
研
究
所
一
九
五
〇
定
期
刊
行
物
朝
鮮
研
究
M
5
1
　
内
戦
特
集
　
火
を
吐
く
朝
鮮
朝
鮮
研
究
所
一
九
五
〇
定
期
刊
行
物
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朝
鮮
経
済
年
報
　
昭
和
十
六
・
七
年
版
全
国
経
済
調
査
機
関
聯
合
会
朝
鮮
支
部
一
九
四
三
定
期
刊
行
物
昭
和
4
4
年
度
朝
日
学
術
奨
励
金
候
補
推
薦
書
穂
積
眞
六
郎
文
書
文
書
昭
和
4
4
年
度
決
算
関
係
資
料
文
書
昭
和
四
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
文
書
〔
朝
鮮
電
気
事
業
史
　
原
稿
〕
〔
友
邦
文
庫
編
〕
文
書
朝
鮮
博
覧
会
絵
は
が
き
朝
鮮
博
覧
会
事
務
局
一
九
二
九
文
書
朝
鮮
博
覧
会
絵
は
が
き
京
城
協
賛
会
文
書
京
畿
道
絵
葉
書
〔
不
明
〕
文
書
朝
鮮
風
俗
及
風
景
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
総
督
府
文
書
第
八
十
三
議
会
　
議
事
経
過
概
要
朝
鮮
総
督
府
一
九
四
三
文
書
謄
写
版
帝
国
議
会
議
事
経
過
概
要
　
自
第
七
五
回
至
第
八
四
回
司
計
課
文
書
　
謄
写
版
、
タ
イ
プ
打
ち
昭
和
二
十
年
度
　
当
然
増
減
内
訳
東
京
　
司
計
課
一
九
四
五
文
書
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